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朝
鮮
総
連
本
部
ビ
ル
の
転
売
に
関
す
る
質
問
主
意
書

朝
銀
信
用
組
合
の
破
綻
処
理
に
公
的
資
金
（
税
金
）
が
、
一
兆
三
千
四
百
五
十
三
億
円
（
国
民
一
人
当
た
り
一
万
円
以
上
の

負
担
額
）
が
投
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
整
理
回
収
機
構
は
現
在
朝
鮮
総
連
に
対
し
て
五
百
九
十
億
円
の
債
権
を
有
し
て
い
る
。
政

府
は
、
法
に
則
り
債
権
の
回
収
を
厳
格
に
行
う
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
朝
鮮
総
連
に
き
わ
め
て
関
係
の
深
い
「
有
限
会
社

白
山
出
版
会
館
管
理
会
」
が
極
度
額
五
十
億
円
の
根
抵
当
権
設
定
登
記
を
行
っ
た
事
実
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
朝
鮮
総
連
本

部
転
売
に
つ
き
質
問
す
る
。

一

本
取
引
の
た
め
、
本
年
一
月
に
香
港
か
ら
日
本
に
十
億
円
が
送
金
さ
れ
た
と
複
数
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
送
金
の
事

実
を
確
認
し
て
い
る
か
。

二

北
朝
鮮
が
関
与
す
る
金
融
取
引
に
つ
い
て
、
金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
声
明
は
、
特
別
の
注
意
を
は
ら
い
強
化

さ
れ
た
監
視
を
行
い
、
効
果
的
な
対
抗
措
置
を
適
用
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
政
府
は
朝
鮮
総
連
本
部
売
買
に
関
わ
る
金
融

取
引
に
つ
い
て
、
合
法
性
を
確
認
し
た
か
。

三

政
府
並
び
に
整
理
回
収
機
構
に
お
か
れ
て
は
、
「
有
限
会
社
白
山
出
版
会
館
管
理
会
」
と
朝
鮮
総
連
は
、
事
実
上
一
体
と

見
做
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
に
。
一
体
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



四

整
理
回
収
機
構
は
、
朝
鮮
総
連
本
部
に
対
す
る
動
産
執
行
を
未
だ
に
行
っ
て
い
な
い
と
承
知
す
る
と
こ
ろ
、
政
府
は
「
厳

格
な
法
執
行
」
の
方
針
の
下
、
同
機
構
に
し
か
る
べ
き
指
導
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理

由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

現
在
、
朝
鮮
総
連
本
部
ビ
ル
の
所
有
者
は
「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
リ
ス
ト
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
朝
鮮
総
連
と
賃
貸
契
約
を

し
た
か
、
把
握
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


